


 

  今年度の当部会の研究課題は 3題であった。そのうち 2題は、中島ら(南九州

病院)と向山ら(鈴鹿病院)からの、両地区における筋萎縮性疾患の実態調査の年

次報告である。したがって、ここで特別にとりあげるような目新しい知見はな

いが、中島らの報告によると、宮崎、鹿児島、沖縄地区では、神経・筋疾患類

縁の遣伝性疾患患者が新たに発掘されている。 


